
 

 

令和７年度 事業報告 

 

概 要 

 

 令和７年度の事業計画に基づき、関係行政機関の適切な御指導と会員各位の熱意ある御努

力により、自主管理体制の推進強化を中心として食品衛生思想の普及啓発、食中毒防止運動

の徹底等を図った。 

 

 

第１ 庶務報告 

 

 １ 役 員 

    会 長      １人  

    副会長      ３人   理  事 

    専務理事     １人      １３人 

    理 事      ８人 

    監 事      ３人 

    ※別表１（Ｒ７年度役員名簿） 

 

 ２ 会員数 

    正 会 員   １０，４５９人（別表２のとおり） 

    賛助会員      １１社 

 

  

第２ 事業報告 

 

 １ 食品衛生自主管理体制の推進強化事業 

  行財政改革等の厳しい情勢下において県当局の御理解と県議会諸先生方の熱意あ

る御協力のもと、次のとおり委託及び補助を得ることができた。 

①  県委託金  （食品衛生指導員巡回指導等委託事業） 

      ４，５３０，０００円 

②  (公社)日本食品衛生協会特別補助金 

        ５７２，０００円 

 



 

 

  (1) 食品衛生指導員巡回指導事業 

    県下 11 食品衛生協会に配置された食品衛生指導員が、県から巡回指導を委託され

た９業種に対し、食品営業許可更新時期の５月、８月、１１月、２月に定期巡回指導

を、７月、８月に夏期一斉巡回指導を、さらに１２月に年末一斉巡回指導を実施し、

延指導員数６，１４１人で延指導件数１６，４６１件の実績を得ることができた。 

 

(2) ＨＡＣＣＰ導入支援事業 

    ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理の定着と振り返りのために、行政の支援

を受けて次の委託事業を行った。 

〈ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理講習会〉 

・「飲食店営業」「菓子製造業（菓子）」「菓子製造業（パン）」「漬物製造業」「そうざい 

製造業」の 5 業種を対象とした新規事業者を中心に受講者を募り、県内（熊本市を除

く）の地域食協で年１回、計１０回以上を目標に講師を派遣し、講習会を実施した。 

講習会実施回数  計  １２ 回   

受講者      計  ９５ 名 

   

(3) 食品衛生指導員養成事業 

    行政当局のご協力の下に養成講習会を実施し、新たに４６名の指導員を養成した。 

第１回  令和７年８月２７日(水)  熊本市    ２８名 

第２回  令和８年２月１２日(木)  熊本市      １８名 

  

(4) 食品衛生指導員部長研修会事業 

    令和７年度巡回指導の重点指導事項である「ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生

管理の定着と振り返り」を各地域の指導員部長と共有するべく、研修会を上益城地区

において実施した。また、日食協共済部のご協力を得て、共済部長研修も併せて行っ

た。 

 

(5) 食品衛生責任者養成事業 

    当協会の公益事業と位置づけ、地域食品衛生協会に委託して新規営業者及び未受講

者を対象に食品衛生責任者養成講習会を実施した。昨年に引き続き HP・チラシを活

用しオンライン形式（e ラーニング）による責任者養成講習を実施した。 

 

    本年度養成人員３，１６１名（うち e ラーニング修了１，３６０人） 

            （別表 3 のとおり） 

 

 

 

 



 

 

２ 食品衛生広報活動事業 

(1) 一日食品衛生監視員事業 

     一日食品衛生監視員事業を公益事業のひとつと位置づけている。 

食品の表示や取扱い方法、保存法など食品衛生に関する知識や情報の提供など所

期の目的を達成できた。 

     実施食協数   （夏期）１０   （冬期）２ 

 

(2) 消費者との意見交換事業 

     一日食品衛生監視員事業終了後に行う食品営業者と消費者の意見交換事業につい

ても実施し、食品衛生の普及を図ることができた。 

  

(3) その他 

     県内１１保健所と連携し、食品の製造や販売等に係る記録の普及を図った。 

 

３ 食品衛生功労者等の表彰事業 

     食品衛生の普及、向上や施設の改善に尽力された会員を各地域食品衛生協会が推薦

し、理事会で決定のうえ、定時総会において表彰した。 

 

 ・食品衛生功労者     １４名 

 ・食品衛生優良施設   １６施設 

 

          また、厚生労働大臣表彰、(公社)日本食品衛生協会の会長表彰及び食品衛生指導員理

事長表彰が行われ、次の会員がそれぞれ表彰された。 

 

(1) 厚生労働大臣表彰 

 

① 食品衛生功労者 (４名) 

 

    ・一美 俊克  （熊本市：飲食店営業） 

    ・荒木 清治  （有 明：その他の食料・飲料販売業） 

    ・宮﨑 賢祉  （人吉球磨：飲食店営業） 

    ・清原 康夫  （天 草：菓子製造業） 

 

② 食品衛生優良施設 (２施設) 

 

    ・花さと    （鹿 本：飲食店営業） 

    ・株式会社ナチュラル・ジェイファーム （阿 蘇：食肉製品製造業） 

    



 

 

(2) (公社)日本食品衛生協会会長表彰  

 

① 食品衛生功労者 (６名)  

  

 ・草村 幸寛 （有 明：飲食店営業） 

  ・満田 幸雄 （上益城：飲食店営業） 

 ・田辺 幸利 （八 代：飲食店営業） 

・長友 浩典 （水俣芦北地区：菓子製造業） 

・平井 雅浩 （人吉球磨：酒類製造業） 

・竹下 正次 （天 草：飲食店営業） 

 

② 食品衛生優良施設 (３施設) 

 

  ・有限会社荒木製麺所   （熊本市：麺類製造業） 

  ・七福醤油店      （阿 蘇：みそ又はしょう油製造業） 

  ・平壌園宮原店     （八 代：飲食店営業） 

 

③ 行政担当官感謝状 (３名) 

 

 ・清水 奈味   （熊本市） 

 ・吉原 奈緒子  （熊本県）  

・末永 八穂子   （熊本県） 

  

(3) 食品衛生指導員理事長表彰 (６名) 

 

    ・梅崎  義彦 （有 明：飲食店営業） 

    ・西村 二三夫 （鹿 本：食肉販売業） 

    ・青木  保春 （菊 池：食品販売業） 

    ・前田  孝昭 （上益城：納豆製造業） 

    ・松本  研一 （宇 城：食肉販売業） 

    ・髙見  治  （八 代：そうざい製造業） 

 

(4) 厚生労働省健康・生活衛生局長表彰    

 九州ブロック大会(福岡市)において、次の会員が表彰された。 

 

・一美 俊克  （熊本市：飲食店営業） 

・古川 義明  （有 明：その他食料・飲料販売業） 

  



 

 

４ 各種共済事業 

  各地域の共済部長を筆頭に共済事業の推進に努めた結果、所期の実績を上げるこ 

とができた。 

 

５ 大会、会議、研修会等の開催 

  適切な法人運営を図るため、次の会議等を開催した。 

 

   (1)  定時総会     令和７年 ６月２５日（水）   

(2)  理事会  第１回  令和７年 ５月２０日（火） 

第２回  令和７年 ７月２２日（火） 

第３回  令和７年１１月２５日（火） 

第４回  令和８年 ３月 ３日（火）    すべて熊本市にて開催 

    (3)  事務職員研修会  令和７年 ９月 ９日（火）、１０日（水）  水俣芦北地区 

   

６ 刊行物作成・販売、斡旋に関する事業 

  地域食協の事業が円滑に実施されることなどを目的に、食品営業許可申請書等の販売や

斡旋を行った。 

  

７ ノロウイルス食中毒等予防講習会の開催 

   (公社)日本食品衛生協会の「ノロウイルス食中毒予防強化期間」に呼応して各地域食協

の協力の下に、ノロウイルス食中毒が多発する時期を控えた１１月と１２月に熊本市に

おいて講習会を開催した結果、２５名が受講した。 

特に集団給食施設関係の受講者が多く見られ、ノロウイルス食中毒予防に大きく寄与

するとともに、食品衛生協会の認知度アップにも貢献できた。 

     令和７年１１月  ７日（金） 熊本市 １１名 

     令和７年１２月 １２日（金） 熊本市 １４名 

 

８ その他 

   熊本県の健康危機管理課及びくらしの安全推進課、並びに県下の保健所や九州農政局等

の関係行政機関と連携して、各種事業を推進した。 

  また、熊本県の「食の安全推進会議」や「健康づくり県民会議」の主要な構成団体とし

て食品関連団体と連携して県の施策推進に寄与した。 


